
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。

街
川
の
中
州
に
生
え
し
ス
ス
キ
の
穂

銀
に
輝
き
風
に
吹
か
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
康
子

予
定
し
た
仕
事
一
つ
を
無
事
終
え
て

心
広
が
る
解
放
感
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子
　

金
木
犀
の
香
り
と
と
も
に
流
れ
く
る

少
年
野
球
の
か
ん
高
き
声
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子
　

長
い
こ
と
使
わ
ず
に
い
た
体
温
計

三
十
七
度
五
分
の
感
じ
は
せ
ぬ
が
　
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

人
気
な
き
バ
ス
停
に
黄
色
い
長
椅
子
が

降
り
そ
め
し
秋
の
雨
に
濡
れ
て
る
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子
　

山
の
水
引
い
て
茶
店
の
心
天
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
木
下
　
洋
子

会
津
路
の
旅
の
香
り
の
今
年
酒
　
　
　
　
　
　
南
3

星
野
は
る
ひ

身
に
入
む
や
一
葉
ゆ
か
り
の
白
き
蔵
　
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

青
蜜
柑
握
り
つ
ぶ
し
て
応
援
す
　
　
　
　
　
　
桜
4

赤
池
せ
つ
子
　

月
今
宵
雲
つ
ぎ
つ
ぎ
と
動
き
け
り
　
　
　
　
　
里
　
　
秋
本
と
め
み

真
顔
に
て
子
ら
が
蝗
を
追
ひ
に
け
り
　
　
　
　
桜
1

奥
山
　
賢
助

そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
着
こ
な
し
更
衣
　
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

更
く
る
ま
で
秘
湯
の
宿
の
同
窓
会
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
街
に
流
れ
て
せ
わ
し
な
い
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

文
化
祭
パ
ワ
フ
ル
シ
ニ
ア
晴
れ
舞
台
　
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

秋
日
和
紅
葉
の
旅
何
処
迄
も
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

正
確
な
時
計
と
暮
ら
す
疲
労
感
　
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

郷
愁
は
退
化
同
志
の
紙
芝
居
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

行
き
先
を
失
う
豪
雨
荒
れ
に
荒
れ
　
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

聞
く
耳
を
持
た
ぬ
天
狗
の
も
の
知
ら
ず
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

孫
に
手
を
引
か
れ
て
歩
む
旅
の
宿
　
　
　
　
　
里
　
　
田
中
ト
ミ
子

期
　
間

22
年
2
月
1
日
（
月
）

〜
3
月
31
日
（
水
）
の
平
日

勤
務
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5

時
ま
で
の
5
・
5
時
間
〜
7
時
間

勤
務
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書

類
整
理
、
案
内
等

時
　
給

8
6
0
円
（
一
部
交
通

費
補
助
有
り
）

定
　
員

川
口
税
務
署
1
0
0
人

程
度
、
西
川
口
税
務
署
50
人
程
度

申
込
み

事
前
に
川
口
税
務
署
ま

た
は
西
川
口
税
務
署
ま
で
連
絡
の

上
、
履
歴
書
を
持
参
。
面
接
有
り

問
合
せ

川
口
税
務
署
1
2
5

2
・
5
1
4
1
、
西
川
口
税
務
署

1
2
5
3
・
4
0
6
1

川
口
税
務
署
お
よ
び
西
川
口
税

務
署
合
同
で
実
施
す
る
確
定
申
告

作
成
会
場
を
次
の
と
お
り
設
け
ま

す
。（
両
税
務
署
庁
舎
内
に
は
設

置
さ
れ
ま
せ
ん
。）

期
　
間

22
年
2
月
12
日
（
金
）

〜
3
月
15
日
（
月
）、
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
（
土
・
日
を
除
く
。

た
だ
し
2
月
21
日
お
よ
び
2
月
28

日
の
日
曜
は
開
設
し
ま
す
）

場
　
所

S
K
I
P
シ
テ
ィ
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

※
昨
年
と
会
場
が
違
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
状
況
に
よ
り
受
付
終
了
時

間
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

川
口
税
務
署
1
2
5

2
・
5
1
4
1
、
西
川
口
税
務
署

1
2
5
3
・
4
0
6
1

日
　
時

12
月
20
日
（
日
）
午
後

2
時
〜
4
時

場
　
所

市
役
所
2
階
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム

テ
ー
マ
　
「
鳩
ヶ
谷
鎌
倉
街
道
中

道
伝
承
地
」

講
　
師
　
花
岡
武
司
氏
（
鳩
ヶ
谷

郷
土
史
会
会
長
）

対
　
象
　
50
人
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

鳩
ヶ
谷
郷
土

史
会
・
長
島
1
2
8
2
・
2
3
7

1
（
当
日
参
加
も
可
能
）

子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
音
楽

を
！

日
　
時

12
月

17
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
11
時

（
午
前
9
時
半
開
場
）

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ
2

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
」
に

よ
る
歌
と
楽
器
三
重
奏

対
　
象
　
未
就
学
児
と
保
護
者
1

5
0
人
（
先
着
順
）

後
　
援

市
社
会
福
祉
協
議
会

費
　
用

無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
（
主
催
）
は

と
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
E
メ
ー
ルharm
ony

_hatogaya@
yahoo.co.jp

、
ま
た

は
子
育
て
ひ
ろ
ば
ポ
ッ
ポ
　
（
気

付
）
1
2
8
7
・
4
6
1
1

※
申
込
み
は
申
込
日
の
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
（
先
着
順
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
会
＝
12
月
18
日

（
金
）
午
前
9
時
半
集
合
、
申
込

み
は
12
月
11
日
（
金
）
か
ら

●
大
き
く
な
あ
れ
も
ち
つ
き
大

会
＝
22
年
1
月
16
日
（
土
）
午
前

9
時
半
集
合
、
申
込
み
は
1
月
8

日
（
金
）
か
ら

●
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
＝
22
年
2
月

1
日
（
月
）
午
前
10
時
集
合
、
申

込
み
は
12
月
18
日
（
金
）
か
ら

問
合
せ
・
申
込
み

は
と
が
や
保

育
園
1
2
8
4
・
1
4
3
8

子
育
て
支
援「
す
き
っ
ぷ
」

郷
土
史
会
講
演
会

親
と
子
の

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会

川
口
・
西
川
口
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

必ずチェック必ずチェック「「最低賃金最低賃金」」
埼玉県最低賃金が、10月17日か

ら時間額735円に改正されました。
なお、特定の産業については別途
産業別最低賃金が適用されます。
（詳細はお問い合せください）
問合せ　埼玉労働局賃金室1048－
600－6205、川口労働基準監督署
1252－3773

確
定
申
告
会
場
を
設
置
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を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
20
日
（
日
）
正
午

か
ら

場
　
所

川
口
市
立
青
木
会
館
　

対
　
象

高
校
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
い
る
交
通
遺
児
家
庭
・
ひ
と

り
親
家
庭
の
方

申
込
み

12
月
15
日
（
火
）
ま
で

問
合
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
1

2
8
5
・
2
0
5
0

B

「
星
の
王
子
さ
ま
」
を
フ
ラ
ン

ス
語
で
読
む

日
　
時

12
月
26
日
（
土
）
・
27

日
（
日
）
・
22
年
1
月
9
日

（
土
）
・
10
日
（
日
）、
計
4
回
、

午
前
10
時
〜
11
時
半

場
　
所

鳩
ヶ
谷
高
等
学
校

内
　
容

入
門
レ
ベ
ル
の
フ
ラ
ン

ス
語
を
学
び
ま
す
。

対
　
象
　
20
人
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

鳩
ヶ
谷
高
等

学
校
・
小
杉
1
2
8
6
・
0
5
6
5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
交
流
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

q
発
表
形
式
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
…
楽
器
・
演
奏
・
歌
・
踊
り
な
ど

w
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
…
書
道
・
手

芸
・
折
紙
・
将
棋
・
麻
雀
・
囲

碁
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
な
ど
。
指
導

ま
た
は
ご
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ

さ
る
方
。
午
後
1
時
半
〜
2
時
半

※
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

介
護
老
人
保
健
施
設
か

わ
ぐ
ち
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
・
高

木
、
小
坂
田
1
0
4
8
・
4
9

8
・
3
1
1
1

※
費
用
は
無
料
、
場
所
は
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
す
。

B

倫
理
の
集
い
「
心
と
身
体
の
健
康
」

日
　
時

1
月
15
日
（
金
）
午
後

2
時
〜
4
時

問
合
せ

同
会
・
岩
渕
1
2
8

1
・
5
3
2
0

B

母
親
の
為
の
生
涯
学
習
「
笑
顔

の
素
敵
な
お
母
さ
ん
に
な
り
ま

せ
ん
か
」

日
　
時

1
月
20
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

問
合
せ

同
会
・
遠
藤
1
2
8

1
・
6
0
8
2

内
　
容

「
高
齢
者
の
う
つ
病
に

つ
い
て
」
う
つ
病
と
は
ど
ん
な
病
気

な
の
か
、
認
知
症
と
の
違
い
や
う
つ

病
の
予
防
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す

講
　
師

田
玉
逸
男
氏
（
医
療
法

人
高
仁
会
川
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0
※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

川
口
・
鳩
ヶ
谷
武
南
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

業
後
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
計

画
の
発
想
法
や
知
識
、
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
す
。

日
　
時

1
月
16
日
・
23
日
の
土

曜
、
計
2
回
、
午
後
1
時
半
〜
4

時
半

場
　
所

市
商
工
会
館

費
　
用

1
0
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ

市
商
工
会
1

2
8
1
・
5
5
5
5

日
　
時

12
月
17
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

日
　
時

12
月
20

日
（
日
）
午
前
9

時
か
ら

場
　
所

中
央
公

民
館
大
会
議
室

競
技
方
法

段
級
別
リ
ー
グ
戦

費
　
用

1
0
0
0
円（
昼
食
付
）

申
込
み

当
日
会
場
で

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
囲
碁
連
盟
・
栗

原
1
2
8
1
・
3
1
2
2

創
業
を
希
望
さ
れ
る
方
、
将
来

起
業
し
た
い
と
お
考
え
の
方
、
創

松
山
市
に
出
張
し
た
友
人
か

ら
、市
内
が
坂
の
上
の
雲
一
色
で
、

街
が
元
気
だ
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

松
山
市
は
2
年
前
か
ら
司
馬
遼

太
郎
の
小
説
「
坂
の
上
の
雲
」
に

登
場
す
る
3
人
の
松
山
出
身
者
の

高
い
志
と
ひ
た
む
き
な
努
力
等
を

郷
土
の
財
産
と
し
、
全
国
で
初
め

て
小
説
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
る
。
既
に
屋
根
の

な
い
坂
の
上
の
雲
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
道
後
温
泉
地
区

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
進
め
て
い

る
。
期
を
同
じ
く
し
て
T
V
ド
ラ

マ
が
始
ま
り
、
私
も
期
待
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
長
編
小
説
は
、
明
治
元
年

か
ら
1
0
0
年
後
の
1
9
6
8
年

か
ら
新
聞
連
載
が
始
ま
っ
た
。

封
建
国
家
か
ら
目
覚
め
た
ば
か

り
の
明
治
国
家
が
、
欧
米
の
近
代

国
家
を
坂
の
上
の
雲
に
な
ぞ
ら

え
、
奮
闘
努
力
す
る
姿
を
様
々
な

人
間
像
を
通
し
て
描
い
て
い
る
。

人
生
の
目
標
と
国
家
の
そ
れ
を
同

一
視
し
、
大
き
な
気
概
を
持
っ
て

真
剣
に
歩
む
姿
は
、
戦
後
生
ま
れ

に
は
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
心

情
だ
が
、
彼
ら
の
た
く
ま
し
さ
や

切
な
い
ま
で
の
国
を
思
う
気
持
に

は
圧
倒
さ
れ
る
。

「
坂
の
上
の
雲
」
は
、
い
わ
ば

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
バ
イ
ブ
ル
書
で

あ
る
。
私
も
30
代
前
半
の
頃
、
東

京
で
6
ヶ
月
間
の
泊
ま
り
込
み
研

修
を
受
け
た
時
、
再
読
し
た
こ
と

小
説
「
坂
の
上
の
雲
」

を
記
憶
し
て
い
る
。
静
寂
な
夜
、

窓
越
し
に
羽
田
か
ら
飛
び
立
つ
飛

行
機
の
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
見
な
が

ら
一
心
不
乱
に
読
ん
だ
。

我
が
国
は
今
、
社
会
経
済
構
造

の
変
化
や
世
代
間
の
価
値
観
の
分

裂
等
に
直
面
し
、
国
家
目
標
が
明

確
に
定
ま
ら
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。
近
代
国
家
と
い
う
未
知
の

価
値
観
の
創
造
に
悪
戦
苦
闘
す
る

主
人
公
た
ち
の
姿
は
、
違
っ
た
意

味
で
今
日
の
我
々
に
訴
え
る
何
か

が
あ
る
。も
っ
と
も
司
馬
さ
ん
は
、

旅
順
攻
略
戦
で
は
乃
木
希
典
や
参

謀
た
ち
に
批
判
的
で
あ
る
。
私
の

田
舎
に
乃
木
希
典
の
別
荘
が
あ

り
、
子
ど
も
の
頃
よ
り
親
近
感
を

持
っ
て
い
る
せ
い
も
あ
る
が
、
釈

然
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
。

閉
塞
感
の
あ
る
今
日
、「
坂
の

上
の
雲
」
を
冷
静
に
熟
読
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
◎

◆
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
秋
の
叙
勲
】

蘆
瑞
宝
小
綬
章
（
海
上
保
安
功

労
）

野
田
昭
典

蘆
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

鈴
木
藤
敏

【
選
挙
関
係
功
労
者
表
彰
】

蘆
総
務
大
臣
表
彰

晝
間
善
太
郎

【
知
事
表
彰
】

蘆
地
方
自
治
功
労

加
藤
き
よ
み

【
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
】

蘆
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活

動
　
　
　
　
　
武
藤
武
彦

蘆
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く

る
活
動
　
　
　
西
野
ア
サ
コ

【
第
20
回
彩
の
国
・
埼
玉
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
】

蘆
金
賞
・
ヤ
マ
ハ
賞
・
テ
レ
玉

賞
　
　
　
　
　
矢
野
平
芽

第
7
回

認
知
症
予
防
教
室

冬
季
学
校
公
開
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
会

市
民
囲
碁
大
会

創
業
セ
ミ
ナ
ー

家
庭
倫
理
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集


